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表 彰 規 定 

 

 （目的） 

第１条 本規定は日本教職員バドミントン連盟の発展のために顕著な業績のある個人および団体の名

誉を表彰することを目的とする。 

 （受賞者の範囲） 

第２条 表彰は教職員バドミントンの普及振興に功労のあったものに功労賞を、技能記録等の優秀なも

のに技能賞を授与する。 

 （基準） 

第３条 表彰基準については次のとおりとする。 

   １．功労賞 

    （１）日本教職員バドミントン連盟の会長、理事長に在職したもの。 

    （２）各都道府県教職員バドミントン連盟の会長、理事長として１０年間在職したもの。 

    （３）教職員バドミントンの普及振興に関する研究や業績を認められるもの。 

   ２．技能賞 

    （１）全日本教職員バドミントン選手権大会において３年連続優勝したもの。 

    （２）全日本教職員バドミントン選手権大会への出場が下記の回数に達したもの。 

        １０回、１５回、２０回、２５回、３０回、３５回、４０回、４５回、５０回、 

５５回 

    （３）国際試合において優秀な成績をあげたもの。 

 （選考） 

第４条 選考は前条の基準により、日本教職員バドミントン連盟役員または各都道府県教職員バドミン

トン連盟会長からの推薦をもとに、日本教職員バドミントン連盟の常任理事会において選考し、

日本教職員バドミントン連盟会長がこれを決定する。 

 （表彰の方法） 

第５条 表彰は原則として毎年１回全日本教職員バドミントン選手権大会の際に行う。 

第６条 表彰に必要な財源は次のことがらによってこれを得る。 

   （１）毎年日本教職員バドミントン選手権大会出場申し込みと同時に納入する。 

     表彰積立金（１人につき１，０００円） 

   （２）寄付。 

第７条 表彰は賞状および副賞とする。 

 （規定の改廃） 

第８条 本規定の改廃は総会の議決による。 


